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(1)　第 55号 青森地区保護司会だより
　
８
年
ぶ
り
２
度
目
の
青
森
勤
務
で

す
。た
か
だ
か
二
年
間
お
世
話
に
な
っ

た
だ
け
で
す
か
ら
、
私
を
覚
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
保
護
司
さ
ん
は
そ
う
多

く
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
も
そ
も
、
毎
年
毎
年
役
所
の

顔
ぶ
れ
は
替
わ
り
地
区
担
当
者
も
替

わ
り
ま
す
。
保
護
司
さ
ん
に
と
っ
て

も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
対
象
者
に

と
っ
て
も
担
当
保
護
観
察
官
が
替
わ

る
と
い
う
こ
と
は
、
若
干
の
違
和
感

を
伴
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま

せ
ん
。
別
に
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
か
わ
る
」
こ
と

が
必
定
で
あ
る
に
せ
よ
、
本
当
に
そ

れ
が
最
善
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ご
存
知
の
よ
う
に
更
生
保
護
は
私

が
青
森
を
離
れ
た
以
後
、
変
革
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
統
計
上

で
の
刑
法
犯
の
減
少
と
は
裏
腹
に
、

犯
罪
が
狂
暴
化
、
巧
妙
化
、
あ
る
い

は
心
に
闇
を
抱
え
た
者
に
よ
る
犯
罪

が
世
間
の
耳
目
を
集
め
る
な
ど
、
複

雑
な
社
会
背
景
の
中
で
、
一
人
ひ
と

り
の
保
護
観
察
対
象
者
に
対
し
て一

様
の
処
遇
で
は
機
能
し
難
く
な
っ
た

こ
と
に
起
因
し
て
い
ま
す
。
戦
後
社

会
が
復
興
か
ら
成
長
期
を
経
て
、
成

熟
期
に
入
っ
た
後
に
価
値
観
が
多
様

化
し
た
、
つ
ま
り
人
と
社
会
が
変

わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
変
化
は
起
き
て
当
然
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
。
生
き
て
活
動
し
て
い
る

以
上
、
一
秒
後
と
今
と
は
ま
る
っ
き

「
か
わ
る
」
と
い
う
こ
と

青
森
保
護
観
察
所

所
長　
辻　
博
勝

り
同
じ
で
は
あ
り
得
な
い
と
も
い
え

ま
す
。
気
付
か
な
い
う
ち
に
自
分
も

ま
た一
秒
前
の
自
分
と
は
違
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
十
分
に
あ
り
得
ま

す
。
　
と
こ
ろ
で
、「
変
わ
る
」
こ
と
が

必
定
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
変
化

に
流
さ
れ
て
い
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
善
悪
の
価
値
が
ひ
っ
く
り
返
っ

て
も
ら
っ
て
は
困
り
ま
す
。
目
的
が

善
で
あ
る
に
せ
よ
、
や
ら
れ
た
ら
や

り
返
す
倍
返
し
が
許
さ
れ
る
の
は
作

り
も
の
の
ド
ラ
マ
の
世
界
の
こ
と
。

い
か
に
価
値
観
が
多
様
化
し
、
法
や

制
度
が
変
わ
っ
て
も
、
変
わ
ら
な
い

信
念
で
あ
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
が

更
生
保
護
で
す
。

　
更
生
保
護
は
人
＝
担

当
者
が
替
わ
っ
て
も
同

じ
よ
う
に
機
能
し
て
い

く
の
が
当
た
り
前
の
仕

事
で
す
。
私
は
、
地
区

保
護
司
会
の
皆
様
に
前

任
者
同
様
絶
大
の
信
頼

を
寄
せ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
皆
様
方
か
ら
の
変

わ
ら
ぬ
ご
信
頼
に
恥
じ

な
い
仕
事
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
覚
悟
で
お
り
ま

す
。挿

　
絵

「
初
夏
の
雲
谷
高
原
」

　
　
　
第
２
分
会

　
　
　
遠
間
　
善
弘
氏
　



定
時
総
会

定
時
総
会
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平
成
26
年
度

　
青
森
地
区
役
員
名
簿
　

天
　
内
　
　
　
修

櫛
　
引
　
義
　
弘

塩
　
原
　
誓
　
子

蛯
　
名
　
將
　
輝

飯
　
田
　
祥
　
生

鎌
　
田
　
喜
代
志

石
　
田
　
道
　
夫

佐
　
藤
　
俊
　
政

山
　
田
　
啓
　
子

樋
　
口
　
修
　
三

横
　
内
　
久
　
子

野
　
澤
　
絹
　
枝

兵
　
庫
　
哲
　
朗

遠
　
間
　
善
　
弘

須
　
田
　
　
　
博

細
　
井
　
　
　
修

成
　
田
　
時
　
雄

伊
　
藤
　
尚
　
三

塩
　
原
　
誓
　
子

櫛
　
引
　
義
　
弘

小
豆
畑
　
　
　
緑

（
第
１
分
会
）

（
第
１
分
会
長
）

（
第
２
分
会
長
）

（
第
３
分
会
長
）

（
第
４
分
会
長
）

（
第
５
分
会
長
）

（
第
１
分
会
）

（
第
４
分
会
）

（
第
３
分
会
）

（
第
３
分
会
）

（
第
４
分
会
）

（
第
２
分
会
）

（
第
１
分
会
）

（
第
２
分
会
）

（
第
３
分
会
）

（
第
４
分
会
）

（
第
５
分
会
）

（
第
３
分
会
）

（
第
２
分
会
）

（
第
１
分
会
）

（
第
４
分
会
）

今
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
定
時
総
会
は
、
第
１
期
地
域
別
定
例
研
修

会
の
後
に
開
催
さ
れ
、
来
賓
代
表
で
新
青
森
保
護
観
察
所
・

辻
所
長
の
挨
拶
後
、
25
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
が
承

認
さ
れ
、
２
年
毎
に
開
催
し
て
い
る
青
函
地
区
保
護
司
会

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
保
護
司
合
同
研
修
会
を
青
森
で
開
催
す
る

こ
と
な
ど
26
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

審
議
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
後
の
懇
親

会
で
は
、
退
任
保
護
司
の
山
口
啓
氏
（
第
４
分
会
）
と
木

村
鐵
雄
氏
（
第
５
分
会
）
が
出
席
さ
れ
、
感
謝
状
・
花
束

が
贈
呈
、
ま
た
出
席
し
た
地
区
担
当
保

護
観
察
官
の
自
己
紹
介
が
あ
り
、
保
護

司
同
士
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

総会で報告する佐藤事務局長

会

　

長

副

会

長

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

常

務

理

事

事

務

局

長

会

　

計

庶
務
　
　
　
　

庶

　

務

　

〃

　

地

区

監

事

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

広

報

部

長

研

修

部

長

渉

外

部

長

地
域
活
動
部
長

(

会
計
兼
務)

平成26年度

ち
か
　
　
こ

青
函
ツ
イ
ン
シ
ティ
合
同

研
修
会
は
青
森
で
開
催

左から本田函館地区会長、辻青森保護観察所長

開
催
日
　
５
月
19
日（
月
）　
会
場
　
ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス
青
森

懇親会の風景
左から（5 分会）木村 鐵雄氏、（4 分会）山口 啓氏
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名　称  対　象 目　　　　的 実　施　期　間 実施場所

「事例研究」について

平成26年度保護司研修計画 青森保護観察所

第1期

第2期

第3期

第4期

26年9月2日及び中旬（2日間）
27年3月3日及び中旬（2日間）

26年6月未定

26年10月未定

26年4月～6月

平成26年度
委嘱保護司

委嘱後概ね
2年未満

地域別定例研修

処遇基礎力強化
研修（第一次研修）

新任研修

指導力強化研修
（第二次研修）

新任保護司の使命・役割等
基礎的知識の習得

職務遂行上の事務手続き及び処遇の実務

処遇上の知識・技術の習得

実務上の知識・技術の向上

「青森県の更生保護の現状と社会貢献活動」について

「良好措置と段階別処遇」について

「刑の一部執行猶予と生活環境調整」のしかた

委嘱後概ね
2年以上4年未満

全保護司

概ね下記期間

26年7月～9月

26年10月～12月

27年1月～3月

　
平
成
26
年
度
第
１
期
保
護
司
地
域
別
定

例
研
修
は
、
５
月
19
日
ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス

青
森
で
開
催
さ
れ
、
地
区
保
護
司
1
1
4

名
の
う
ち
70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
は
、「
青
森
の
更
生
保

護
」
を
用
い
て
青
森
県
内
の
更
生
保
護
の

実
態
を
把
握
し
な
が
ら
更
生
保
護
を
取
り

巻
く
現
況
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
本
格
実
施
に
向
け
て
一
昨
年
か
ら

動
に
つ
い
て
は
、
昨
年
６
月
13
日
に
更
生

保
護
法
の
一
部
改
正
が
成
立
し
、可
決
成
立

後
２
年
以
内
に
本
格
実
施
と
な
り
ま
す
。

試
行
実
施
し
て
い
る
社
会
貢
献
活
動
の
実

施
状
況
等
に
つ
い
て
確
認
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
に
お
け
る
新
年
度
の
活
動
計
画
等

に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
貢
献
活

地
域
別
定
例
研
修

地
域
別
定
例
研
修

保護観察所

青　森　市

各　地　区

青　森　市

平成26年度社
会
貢
献
活
動
は

　
積
極
的
に
試
行
中

グループ討議で指導する
↓地引統括保護観察官（写真右）

講師の鈴木保護観察官
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青 森地 区

日時　平成26年7月5日(土)　午後1時～
会場　青森市立横内中学校　　体育館

“社会を明るくする運動”第64 回　

青森保護観察所（処遇部門）職員紹介

統括保護観察官

統括保護観察官

地引　良光
青森（5）

職名（担当地区） 氏　名

保 護 観 察 官

青森（3）

青森（4）
五所川原
野辺地

加藤　力
八戸

SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS

②中学校社明活動

日時　平成26年7月12日(土)　午前11時～
会場　駅前アウガ前

③街頭広報活動

※青森地区担当官のみ
　　　顔写真入りで紹介しました。

①青森地区推進委員会 日時　平成26年6月13日（金）午前10時～
会場　青森県観光物産館　アスパム

渡邊　宏之

若松　孝之
弘前・鰺ヶ沢

職名（担当地区） 氏　名

業 務 補 佐 員

保 護 観 察 官

鈴木　裕介保 護 観 察 官
青森（2）
上十三

生田　久美

業 務 補 佐 員 鬼柳　亜希

佐藤　文彦

職名（担当地区） 氏　名

保 護 観 察 官

保 護 観 察 官

青森（1）
馬場　英紀保 護 観 察 官

南黒・むつ
今野　澄夫



平成 26年 5月 31日(5)　第 55号 青森地区保護司会だより

日時/平成26年9月 16日（火）～17日（水）会場/青森国際ホテル

予告

　
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会
は
野
辺
地
地
区
保
護
司
会
が
担
当
で
、
昨
年
11
月

29
日
、
野
辺
地
町
ま
か
ど
観
光
ホ
テ
ル
（
旧
ま
か
ど
温
泉
ホ
テ
ル
）
に
て

行
わ
れ
、「
青
森
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
開
設
と
運
営
状
況

に
つ
い
て
」
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
の
石
田
道
夫
氏
が
、ま
た「
特
殊
詐
欺

の
発
生
状
況
と
そ
の
手
口
に
つ
い
て
」
野
辺
地
警
察
署
・
生
活
安
全
係
長
　

伊
藤
哲
也
氏
が
講
演
。
中
で
も
詐
欺
の
件
で
は
「
く
れ
ぐ
れ
も
条
件
の
い

い
話
し
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。」
と
い
う
事
で
し
た
。

県
央
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会（
野
辺
地
）

～青森市と函館市の双子都市交流～

青函地区保護司会
ツインシティ保護司合同研修会

～青森市と函館市の双子都市交流～

詳細は後日
ご案内いた
します。

笑顔のボウリング大会
　３月５日、青森保護観察所と地区保護司会で、初め
ての懇親ボウリング大会が安方の青森ボウルで開催さ
れました。周知期間が短かったためか参加人数は限ら
れてしまいましたが、和気藹藹、青春時代に戻ってい
た様子でした。この次は未定ですが、ぜひご参加お願
いします。（終了後の懇親会も楽しいよ。）

石田サポートセンター長伊藤哲也生活安全係長

わきあいあい
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第
２
分
会

古
川
　
　
崇

平
成
26
年

　
３
月
１
日
付

平
成
26
年

　
３
月
１
日
付

　
こ
ん
に
ち
は
。
3
月
に
保
護
司
と
し
て

委
嘱
を
受
け
第
２
分
会
に
所
属
し
ま
す
古

川
崇
と
申
し
ま
す
。
右
も
左
も
分
か
ら
な

い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
に
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
な
い
よ
う
に
と
だ
け
は
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　
仕
事
は
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
で
の
介
護
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
共
に
在
宅
生
活
を
さ
れ

て
い
る
高
齢
者
の
お
手
伝
い
等
を
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
中
で
も
、
高
齢
者

の
軽
犯
罪
（
累
犯
）
や
片
親
家
庭
の
生
活

困
窮
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
保
護
司
が
担
う
更
生
保
護
は
地
域
社

会
や
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
も
関
連
す
る

問
題
な
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
微
力
な
若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少

し
で
も
皆
様
と
と
も
に
良
い
活
動
を
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
沢
山
お
世
話
に
な
る
か
と
存
じ
ま
す

が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
だ
い
ぶ
昔
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
保
護

司
と
言
う
言
葉
は
幾
度
と
な
く
耳
に
入
っ

て
来
た
記
憶
が
有
り
ま
し
た
。

　
当
時
は
別
に
気
に
も
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
は
亡
き
親
父
、
又
現
在
は
実
家

に
住
ん
で
い
る
兄
貴
と
同
じ
屋
根
の
下
で

生
活
を
し
て
い
た
先
輩
た
ち
が
い
た
ん
だ

と
今
に
な
っ
て
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
今
回
私
自
身
保
護
司
と
し
て
推
薦
さ

れ
、
ま
だ
雪
の
残
る
中
研
修
も
受
け
、
任

命
書
も
頂
き
、
先
輩
方
の
残
し
て
い
っ
た

足
跡
に
一
歩
踏
み
入
れ
ま
し
た
。

現
実
は
右
も
左
も
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
た

だ
私
自
身
誠
心
誠
意
相
手
と
向
き
合
い
先

輩
の
残
し
て
い
っ
た
足
あ
と
を
み
ま
ち
が

え
な
い
様
に
と
思
う
毎
日
で
す
。

　
青
森
地
区
保
護
司
会

で
は
、
仕
事
の
都
合
な

ど
で
研
修
会
に
出
席
で

き
な
か
っ
た
保
護
司
の

皆
様
の
た
め
に
、
研
修

会
を
録
画
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
最
新
情
報

の
勉
強
会
で
す
。
法
律

も
変
わ
り
ま
す
の
で
、

研
修
会
に
出
席
で
き
な

か
っ
た
皆
様
は
ぜ
ひ
、

ご
覧
下
さ
い
。

（
但
し
録
画
を
見
て
勉

強
し
て
も
研
修
会
に
出

席
し
た
こ
と
に
な
り
ま

せ
ん
。）

　　
ご
希
望
の
方
は
、

事
前
に
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

青
森
地
区
更
生
保
護
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
7
6
3
‐
2
6
3
3

（
平
日
　
9
時
か
ら
16

時
）
詳
し
く
は
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

　
は
じ
め
ま
し
て
。
高
３
受
験
生
と
中
２

反
抗
期
の
２
児
の
母
兼
、
醍
醐
味
繁
盛
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
い
う
肩
書
き
で
、
販
売
促
進

の
お
手
伝
い
を
業
と
し
て
い
ま
す
。

　
当
時
に
し
て
は
高
齢
出
産
、
麻
酔
無
し

の
帝
王
切
開
で
生
ま
れ
た
１
人
娘
の
私

は
、
蝶
よ
花
よ
と
過
保
護
に
育
ち
、
か
な

り
ワ
ガ
マ
マ
娘
だ
っ
た
そ
う
で
、
将
来
大

丈
夫
か
と
案
じ
た
と
は
親
戚
談
で
す
が
、

中
学
校
の
担
任
の
先
生
、
叔
父
叔
母
、
高

校
時
代
バ
イ
ト
し
た
新
宿
コ
マ
劇
場
の
支

配
人
、
旅
先
で
出
会
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ

ッ
プ
の
お
じ
さ
ん
、
青
森
で
出
会
っ
た
社

長
さ
ん
達
、
息
子
の
担
任
の
先
生
他
、
人

生
の
中
で
折
り
重
な
っ
て
き
た
出
会
い
の

度
に
気
付
き
、
成
長
し
社
会
や
人
に
貢
献

し
た
い
と
思
う
今
の
自
分
が
築
き
上
げ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
私
の
実
体
験

を
通
じ
て
確
信
し
て
い
る
事
は
、
人
と
の

出
会
い
は
そ
の
人
を
大
化
け
さ
せ
る
し
、

人
生
を
素
晴
ら
し
い
も
の
に
し
て
く
れ
る

と
い
う
事
で
す
。
こ
れ
か
ら
出
会
う
子
供

達
に
と
っ
て
、
善
い
出
会
い
の
一
つ
と
な

れ
る
よ
う
、
私
も
成
長
し
て
ゆ
き
た
い
で

す
。

第
２
分
会

小
山
田
　
隆

「
保
護
司
の
委
嘱
を
う
け
て
」

第
５
分
会

常
田
ア
キ
エ

新
任
保
護
司
紹
介

新
任
保
護
司
紹
介

情
報
便

研
修
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た

保
護
司
の
皆
様
、
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
ご
覧
で
き
ま
す
。

今
年
度
か
ら
地
域
別
定
例

研
修
会（
年
4
回
）は
録
画

し
て
い
ま
す
。

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

こ
が
わ
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平
成
26
年
２
月
28
日
、
保
護
司
在
職
31

年
９
カ
月
の
任
期
が
満
了
し
ま
し
た
。
第

５
分
会
保
護
司
Ｍ
さ
ん
か
ら
、
退
任
に
あ

た
っ
て
の
原
稿
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
顧

み
る
と
、
保
護
司
就
任
の
打
診
が
あ
っ
た

時
分
は
、
町
役
場
職
員
の
身
に
あ
り
、
受

諾
す
る
に
は
、「
兼
職
の
許
可
」
を
得
る

必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
手
続
き
を
し
、

首
長
の
許
可
を
得
て
そ
の
ス
タ
ー
ト
台
に

立
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
司
活
動
時
に

は
、「
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
免
除
」

を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
上
司
や
多
く
の
仲

間
の
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
永
年

そ
の
職
を
担
う
こ
と
が
出
来
た
の
だ
と
、

感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
南
黒
地
区

保
護
司
会
所
属
時
に
は
、若
輩
な
が
ら
「
青

森
県
更
生
保
護
大
会
」
の
運
営
に
関
わ
る

こ
と
が
出
来
た
こ
と
や
、「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
で
構
成
六
市
町
村
を
一
日

掛
か
り
で
パ
レ
ー
ド
を
し
た
こ
と
な
ど
が

思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。
青
森
地
区
保

護
司
会
に
所
属
変
更
後
は
、
そ
の
構
成
員

の
多
さ
に
は
驚
き
で
し
た
。
ま
た
、
予
算

規
模
の
大
き
さ
や
活
動
内
容
も
多
彩
で
活

力
に
満
ち
溢
れ
た
組
織
で
、
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
県
中

央
地
区
研
修
会
、
青
函
交
流
事
業
、
保
護

観
察
所
職
員
と
の
交
流
事
業
、
な
ど
楽
し

い
事
柄
で
し
た
。

　
在
職
中
に
関
わ
っ
た
対
象
者
の
56
パ
ー

セ
ン
ト
は
少
年
で
あ
り
、
中
学
校
在
学
中

の
事
件
に
よ
る
も
の
で
、
更
生
指
導
の
参

考
の
た
め
に
と
思
い
学
校
に
足
を
運
び
、

対
象
者
の
状
況
を
尋
ね
て
も
、
担
当
教
師

は
、「
あ
れ
は
、
ま
ね
や
じ
だ
ネ
」
の
一

言
で
し
た
。
卒
業
後
の
こ
と
ま
で
に

は
・
・
・
・
で
し
た
。
残
念
で
す
。（
現

在
は
違
う
）
生
ま
れ
た
時
は
み
ん
な
一
緒

で
あ
り
、
悪
い
人
は
い
な
い
、
と
言
わ
れ

ま
す
。
保
護
司
の
日
常
活
動
が
、
一
人
で

も
少
な
く
悪
の
中
に
入
り
込
む
こ
と
が
防

げ
る
よ
う
作
用
出
来
れ
ば
何
よ
り
と
思
い

ま
す
。

　
退
任
後
の
今
は
、
ス
キ
ッ
と
し
た
気
分

で
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
残
さ
れ
た
時

間
は
、
地
域
活
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
な
ど
趣
味
活
動
に
当
て
、
た
の
し
い

時
間
に
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
青
森
地
区
保
護
司
会
会
員
様

の
健
康
と
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
る
と

共
に
、
こ
れ
ま
で
頂
き
ま
し
た
ご
支
援
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
退
任
功
労
保
護
司
）

（
退
任
功
労
保
護
司
）

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

保
護
司
の
皆
様
、
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
任
期
満
了
」

５
分
会

　

木
村　

鐵
雄

オープン / 月～金曜日AM 　9：00～PM4：00
　　　　　相談時間　 AM 10：00～PM3：00（あらかじめ電話でご予約してください。）

〈青森地区更生保護サポートセンター〉

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
「
保
護
司
の
寄
り
合
い
処
」

で
、
保
護
司
や
関
係
団
体
の
皆
様
の
た
め
の
い
ろ
い
ろ

な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
保
護
司
支
援
事

業
で
、
保
護
司
任
命
後
３
〜
４
年
の
保
護
司
を
対
象
に

第
２
回
ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
意
見
交

換
会
を
２
月
13
日
開
催
し
ま
し
た
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
企
画
調
整

保
護
司
の
協
力
で
、
保
護
観
察
対

象
者
の
対
応
な
ど
活
発
な
意
見
が

た
く
さ
ん
出
て
、
時
間
を
オ
ー
バ

ー
す
る
ほ
ど
で
し
た
。
26
年
度
も

メ
ン
バ
ー
を
変
え
て
、
年
度
内
２

回
ほ
ど
開
催
す
る
予
定
で
す
。

青
森
地
区
更
生
保
護

青森少年鑑別所　専門官来所相談日　毎週第3金曜日　PM 3：00～3：45

休日 / 土曜･日曜・祝日（お盆・年末年始）
TEL 017-763-0763　 FAX 017-763-0764　ケータイ 080-2840-2633
パソコンメールアドレス　a-hogoshi@poem.ocn.ne.jp

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

〜
プ
ラ
ザ
あ
す
な
ろ
２
階
（
平
日
9
時
か
ら
16
時
）〜

〜
プ
ラ
ザ
あ
す
な
ろ
２
階
（
平
日
9
時
か
ら
16
時
）〜

退任功労表彰をうける木村鐵雄氏

（変更になる月がありますので、問い合せして下さい。）

5 分会の

名物保護司

｢去る｣文

さみし〜い !!

かげの声
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平成26年度青森地区保護司会月別主要行事予定

自　平成26年4月1日　至　平成27年3月31日

　
長
か
っ
た
冬
か
ら
解
放
さ
れ
た
。今
年
ほ
ど

雪
が
少
な
く
楽
な
冬
は
、今
ま
で
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
が
町
の
人
の
声
で
あ
る
。い
つ
も
こ
の

よ
う
に
楽
な
冬
で
あ
れ
ば・・・が
、今
後
ど
う
な

る
こ
と
や
ら
、あ
ま
り
期
待
し
な
い
方
が
よ
い

ら
し
い
、が
そ
う
あ
っ
て
欲
し
い
。

　
さ
て
、毎
年
の
こ
と
で
は
る
が
、津
軽
地
方
は

雪
が
消
え
る
と
野
山
は
一
斉
に
緑
に
変
色
す
る

の
で
あ
る
。白
の
景
色
か
ら
緑
色
と
な
り
色
彩

感
覚
を
養
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
若
か
っ
た
こ
ろ
は
、緑
を
好
ん
だ
も
の
だ
っ
た

が
高
齢
に
な
る
と
そ
う
は
い
か
な
く
な
っ
た
。

家
庭
菜
園
と
楽
し
ん
だ
畑
に
雑
草
が
生
え
、放

っ
て
お
く
と
緑
か
ら
濃
緑
色
、更
に
は
茶
系
に

な
り
、草
刈
り
機
も
歯
が
立
た
な
く
な
る
の
で

あ
る
。せ
め
て
10
セ
ン

チ
か
20
セ
ン
チ
の
と

こ
ろ
で
刈
っ
て
お
け

ば
と
後
悔
が
先
に
立

た
な
く
な
る
の
で
あ

る
。

　
こ
の
こ
と
は
、早

期
発
見
、早
期
治
療

の
、保
護
観
察
対
象

の
少
年
に
も
通
用
す

る
と
思
う
。保
護
司

の
力
は
微
弱
な
れ
ど

対
象
者
と
向
き
合

う
こ
と
が
大
切
ら
し

い
、彼
ら
が
気
付
い
て

く
れ
る
こ
と
で
よ
い
の
で
あ
る
。
み
な
さ
ん

難
儀
す
る
対
象
者
の
処
遇
〝
が
ん
ば
っ
ぺ
〞。

〜
あ
と
が
き
〜
　

主　　要　　行　　事
保 護 司 会 及 び 観 察 所 更女 会・ B B S 会 他 関 係 団 体

月 日 主　　要　　行　　事

地区協力雇用主会定時総会（23日）
県保連理事会（26日）

広
報
部
　
久
慈
　
博
昭

事務局ニュース は全保護司対象の行事
※印は観察所及び各団体事業

地区保護司会　事務局長会議

地区監査会

3

3
第１回正副会長会および理事会28

第２回地区保護司会　理事会中

第 3回地区保護司会　理事会上

更生保護関係団体連絡協議会※上

地区保護司会　保護司候補者検討設置準備会議上

第１回地区保護司会　保護司候補者内申委員会中
第２回正副会長会下

地区保護司会　事務担当者研修※未定

街頭広報活動（アウガ前実施）12
第１回地区保護司会保護司候補者検討協議会※下

処遇基礎力強化研修（第一次研修）※未定

指導力強化研修（第二次研修）※未定

地区保護司会　事業部会合同組織委員会上

更生保護の日（１日～31日社明運動強調月間、各分会ミニ集会等開催）
第64回 “社会を明るくする運動”地区実施（横内中学校）

1
5

第２期地域別定例研修（各分会で開催）※5

第３期地域別定例研修※上

青函地区保護司会ツインシティ保護司合同研修会（青森開催）16・17

更生保護制度施行65周年記念全国大会（東京）1

県央地域会議ブロック別特別研修（むつ地区保護司会）未定

第 64回「社明運動」青森県推進委員会（アスパム）※27
第１期地域別定例研修※地区保護司会定時総会・懇親会12

第64回“社会を明るくする運動”地区推進委員会（アスパム）12
第１回地区保護司会　分会事務担当者連絡協議会18

第 2回地区保護司会　分会事務担当者連絡協議会下

第１回地区保護司会　保護司候補者検討協議会※下

第２回地区保護司会　保護司候補者内申委員会中

地区保護司会　慰労会上

第２回地区保護司会保護司候補者検討協議会※下

第３回正副会長会下

第 4回正副会長会下

第 5回正副会長会中

新任保護司辞令伝達式・研修※1・中

新任保護司辞令伝達式・研修※2・中

地区 BBS 会総会（5日）
函館地区保護司会定期総会（24日）
地区更生保護女性会定時総会（24日）

4

5

6

7

8

第4期地域別定例研修（各分会で開催）※上・下2

9

10

11

（3分会4/8、1分会 4/15、5分会 4/19、2分会 4/21、4分会 4/25）

12

1

3

更女会第 32回『みんなのつどい』（2日）
函館地区第 22回『市民のつどい』

県保連理事会
地区保護司会会長会議

県保連理事会
地区保護司会会長会議

県更女会秋の集い（五所川原市・8日）

東北地方BBS 大会・研修会（松島町・21～22 日）

8～25 分会定時総会


